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第
一
章 

南
九
州
に
お
け
る
郡
山
町
の
地
形
・
地
質

 
第
一
節 

大
隅
半
島
と
薩
摩
半
島
を
分
か
つ
鹿
児
島
湾 

  

南
九
州
の
南
半
部
に
は
南
北
七
〇
㌔
㍍
に
も
お
よ
ぶ
鹿
児
島
湾
が
南
か
ら
湾

入
し
て
い
る
た
め
、
両
足
の
よ
う
に
東
側
に
大
隅
半
島
、
西
側
に
薩
摩
半
島
が

南
へ
延
び
て
い
る
。
郡
山
町
は
薩
摩
半
島
の
付
け
根
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
。

 

鹿
児
島
湾
は
、
海
岸
線
か
ら
す
ぐ
に
山
の
稜
線
に
続
く
斜
面
が
、
場
所
に
よ
っ

て
は
四
〇
度
前
後
の
急
峻
な
崖
を
成
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。
沖
積
平
野
は
少
な

く
、
そ
の
背
後
に
は
、
高
度
差
に
し
て
一
〇
〇
㍍
前
後
の
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ラ

ス
台
地
」
の
端
の
垂
直
に
近
い
崖
が
連
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
湾
の
海
底
地
形

は
も
っ
と
興
味
深
い
。
日
本
に
は
、
内
湾
と
呼
ば
れ
る
同
規
模
の
半
閉
鎖
的
な

湾
は
、
北
か
ら
内
浦
湾
（
噴
火
湾
）
、
陸
奥
湾
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
、

大
村
湾
、
有
明
海
、
八
代
海
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
湾
は
水
深
五
〇
㍍

を
少
し
超
え
る
海
域
も
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
水
深
五
〇
㍍
よ
り
浅
い
。

一
八
六
三
年
一
〇
月
三
一
日
付
の
イ
ギ
リ
ス
の
『
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
、
ク
ー

パ
ー
提
督
の
薩
英
戦
争
に
関
す
る
書
簡
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
鹿

児
島
湾
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
漁
船
に
水
先
案

内
を
し
て
も
ら
っ
た
。
だ
が
、
困
っ
た
こ
と
に
、
鹿
児
島
湾
の
水
深
が
き
わ
め

て
深
い
た
め
投
錨
が
で
き
ず
、
投
錨
の
場
所
を
探
す
の
に
長
時
間
か
か
っ
た
。

や
っ
と
七
ツ
ヶ
島
の
南
側
に
停
泊
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。
こ
の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
鹿
児
島
湾
の
水
深
は
深
く
、

湾
中
央
部
で
二
三
〇
㍍
、
湾
奥
部
で
二
〇
〇
㍍
に
も
達
す
る
。
東
シ
ナ
海
の
大

陸
棚
の
縁
の
水
深
が
一
五
〇
か
ら
二
〇
〇
㍍
あ
た
り
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
の
深
さ
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
富
津
岬
・
観
音
崎
以
北
の
東
京
湾
で
、
水
深

二
〇
㍍
よ
り
浅
い
海
域
は
七
五
㌫
以
上
を
占
め
る
が
、
鹿
児
島
湾
の
そ
れ
は
一

六
㌫
に
過
ぎ
な
い
。 

 

鹿
児
島
湾
が
こ
の
よ
う
に
深
い
の
は
、
現
在
の
鹿
児
島
湾
か
ら
人
吉
盆
地
に

達
す
る
、
ほ
ぼ
南
北
に
平
行
に
延
び
る
正
断
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
鹿
児

島
地
溝

ち

こ

う

」
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
霧
島
、
桜
島
、
開
聞
岳
な
ど
の
活
火
山
、

さ
ら
に
南
南
西
へ
連
な
る
硫
黄
島
、
口
永
良
部
島
、
諏
訪
之
瀬
島
、
横
当

よ
こ
あ
て

島
な

ど
の
火
山
島
は
す
べ
て
こ
の
「
鹿
児
島
地
溝
」
の
中
に
噴
出
し
て
い
る
。
巨
大

噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
四
つ
の
カ
ル
デ
ラ
（
北
か
ら
加
久
藤
、
姶
良
、

阿
多
、
鬼
界
）
も
こ
の
地
溝
内
に
存
在
す
る
。
つ
ま
り
鹿
児
島
の
中
央
部
に

は
マ
グ
マ
が
噴
出
す
る
南
北
の
大
地
の
裂
け
目
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

第
二
節 

鹿
児
島
湾
に
直
交
す
る
火
山
岩
か
ら
な
る
山
塊 

  

鹿
児
島
湾
奥
部
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
カ
ル
デ
ラ
を
形
成

さ
せ
た
巨
大
噴
火
は
今
か
ら
お
よ
そ
二
万
五
千
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
縄
文
草

創
期
が
お
よ
そ
一
万
年
前
な
の
で
、
こ
の
頃
は
旧
石
器
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
巨
大
噴
火
の
姶
良
Ｔｎ
火
山
灰
(AT)
・
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
（
い
わ
ゆ

る
シ
ラ
ス
）
直
下
の
地
層
か
ら
出
土
し
た
旧
石
器
時
代
の
石
器
は
、
北
薩
地

域
の
上
場
遺
跡
、
薩
摩
半
島
の
帖
地
遺
跡
、
二
本
木
遺
跡
、
種
子
島
の
横
峯
遺

跡
と
立
切
遺
跡
、
奄
美
大
島
の
土
浜
ヤ
ー
ヤ
遺
跡
と
喜
志
川
遺
跡
、
徳
之
島
の

ガ
ラ
竿
遺
跡
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 

姶
良
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
る
遥
か
昔
（
数
一
〇
〇
万
年
以
降
）
に
、
外

輪
山
に
相
当
す
る
吉
野
台
地
の
地
域
で
は
溶
岩
（
火
山
岩
類
）
や
火
砕
流



20 

 
(

溶
結
凝
灰
岩
な
ど
）
が
噴
出
し
、
現
在
の
よ
う
な
山
塊
を
形
成
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
火
山
岩
類
や
溶
結
凝
灰
岩

（
注
）
よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

に
挟
ま
っ
て
湖
に
堆
積

し
た
地
層
（
湖
成
層
）
や
海
に
堆
積
し
た
地
層
（
海
成
層
）
が
分
布
し
て
い

る
。
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
想
像
し
、
下
の
パ
ン
が
湖
成
層
、
挟
ま
れ
た
カ
ツ
の

部
分
が
火
山
岩
、
そ
の
上
の
パ
ン
が
海
成
層
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

良
い
。
そ
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
片
側
を
持
ち
上
げ
る
と
全
体
が
持
ち
上
げ
な

か
っ
た
方
へ
傾
く
。
そ
の
現
象
が
傾
動

け
い
ど
う

で
あ
る
。
そ
の
隆
起
の
証
拠
が
吉
野
台

地
の
北
側
に
見
ら
れ
る
。 

 

吉
野
台
地
か
ら
鹿
児
島
湾
へ
突
き
出
た
大
崎
ヶ
鼻
と
呼
ば
れ
る
岬
が
あ
り
、

こ
の
岬
の
背
後
に
は
、
急
峻
な
崖
が
台
地
上
ま
で
続
く
美
し
い
景
観
を
保
っ
て

い
る
。
岬
の
ち
ょ
う
ど
真
上
に
あ
た
る
台
地
の
縁
に
寺
山
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

北
を
望
む
と
海
抜
高
度
五
五
〇
㍍
を
こ
え
る
小
山
が
あ
る
。
牟
礼
ヶ
岡

む

れ

が

お

か

で
あ
る
。

こ
の
岡
の
西
に
沿
っ
て
数
㌔
㍍
ほ
ど
北
へ
行
く
と
、
眼
前
に
無
線
中
継
所
の
あ

る
岡
が
見
え
る
あ
た
り
に
重
富
へ
至
る
旧
街
道
「
白
銀
坂

し
ろ
が
ね
ざ
か

」
の
入
り
口
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
石
畳
が
残
る
、
沢
に
沿
っ
た
小
道
を
一
・
五
㌔
㍍
ほ
ど
歩
く
と
、

重
富
の
平
野
が
見
下
ろ
せ
る
急
な
坂
道
に
出
る
。
こ
の
急
坂
に
さ
し
か
か
る
少

し
手
前
の
道
沿
い
に
泥
層
が
露
出
し
、
そ
こ
か
ら
海
に
生
息
し
て
い
た
貝
の
化

石
が
産
出
す
る
。
海
抜
高
度
は
二
〇
〇
㍍
に
も
達
す
る
。
こ
の
山
の
中
が
、
か

つ
て
は
海
の
底
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
昔
の
海
底
が
二
〇
〇
㍍
程
も
隆
起
し
て
今

は
山
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
吉
野
台
地
か
ら
川
内
・
串
木
野
へ
か
け
て
、
鹿
児
島
地
溝
に
直
交
す
る

東
南
東
―
西
北
西
の
方
向
へ
標
高
五
〇
〇
㍍
前
後
の
山
々
が
続
い
て
い
る
。
東

か
ら
牟
礼
ヶ
岡
、
惣
林
嶽
、
赤
崩

あ
か
ぐ
え

、
三
重
嶽
、
花
尾
山
、
八
重
山
、
上
宮

じ
よ
う
ぐ
う

岳
、

三
方
塚

さ
ん
ぽ
う
づ
か

山
、
重
平
山
、
冠
岳
、
平
原
山
、
弁
財
天
山
の
山
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
峰
が
連
な
る
山
塊
は
、
周
辺
地
域
に
比
べ
て
隆
起
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が

挟
在
す
る
湖
成
層
や
海
成
層
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。 

（
注
）
溶
結
凝
灰
岩
…
八
〇
〇
度
前
後
の
温
度
を
持
つ
大
規
模
火
砕
流
が
堆
積

 
 

し
、
そ
の
圧
密
と
温
度
で
火
砕
流
堆
積
物
が
再
び
溶
け
て
固
ま
っ
た
岩
石

 
 

を
い
う
。 

 

第
三
節 

北
薩
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
湖 

  

大
隅
半
島
や
薩
摩
半
島
の
骨
格
を
形
成
す
る
地
層
は
、
恐
竜
の
時
代
で
あ
っ

た
約
八
○
○
○
万
年
前
に
深
海
に
堆
積
し
た
四
万
十
累
層
群
で
あ
る
。
北
薩
地

域
で
は
紫
尾
山
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
川
内
川
流
域
の
広
い
範
囲
に
は
四

万
十
累
層
群
は
露
出
し
て
い
な
い
。
鹿
児
島
市
か
ら
川
内
・
串
木
野
地
域
に
連

な
る
隆
起
し
た
山
塊
の
北
に
広
が
る
川
内
川
流
域
の
低
地
に
は
、
お
よ
そ
三
〇

〇
～
一
〇
〇
万
年
前
に
堆
積
し
た
湖
成
層
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
部
は
こ
の
山

塊
を
形
づ
く
る
火
山
岩
類
に
挟
ま
れ
て
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
は
広
く
、

姶
良
町
、
吉
田
町
、
郡
山
町
、
東
市
来
町
、
蒲
生
町
、
入
来
町
、
樋
脇
町
、
東

郷
町
、
宮
之
城
町
、
鶴
田
町
、
薩
摩
町
に
及
ぶ
。
加
治
木
町
、
溝
辺
町
、
祁
答

院
町
に
も
同
様
な
地
層
が
ボ

 

（
注
）

ー
リ
ン
グ
コ
ア
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
同
時
代
の

湖
成
層
の
分
布
は
さ
ら
に
広
が
る
可
能
性
が
高
い
。 

 
出
水
市
の
矢
筈
岳
や
阿
久
根
市
の
西
海
岸
地
域
、
東
町
の
諸
浦

し
ょ
う
ら

島
、
さ
ら
に

は
人
吉
市
か
ら
大
口
市
、
水
俣
市
へ
至
る
県
境
付
近
の
地
域
に
も
厚
い
湖
成
層

が
分
布
し
て
お
り
、
お
よ
そ
三
〇
〇
～
一
〇
〇
万
年
前
に
北
薩
地
域
を
中
心
に

広
大
な
湖
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
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湖
成
層
の
厚
さ
や
層
相
か
ら
大
き
な
湖
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
が
、
お
よ
そ
二
〇
〇
万
年
の
間
を
通
じ
て
一
つ
の
巨
大
な
湖
が
出
現
し
た

の
で
は
な
く
、
比
較
的
大
き
な
湖
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
現
し
、
時
代
と
と
も

に
そ
の
湖
の
姿
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
謎
解
き
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。 

（
注
）
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
…
地
下
水
や
温
泉
水
を
得
る
為
に
鉄
の
パ
イ
プ
を
つ

 
 

な
い
で
地
下
深
く
ま
で
掘
削
を
行
う
が
、
そ
の
時
に
削
り
取
ら
れ
た
地
下

 
 

に
分
布
す
る
地
層
の
円
柱
状
の
試
料
。 

 

第
二
章 

郡
山
町
の
地
形 

 

第
一
節 

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
郡
山
町 

  

郡
山
町
は
北
、
東
、
西
の
三
方
を
山
で
囲
ま
れ
、
東
側
の
分
水
嶺
は
花
尾

山
、
三
重
嶽
、
北
側
の
分
水
嶺
は
八
重
山
、
三
方
塚
山
、
上
宮
岳
、
北
西
側

の
分
水
嶺
は
重
平
山
の
四
〇
〇
㍍
を
こ
え
る
山
々
が
連
な
っ
て
い
る
。
中
央

部
か
ら
南
部
に
は
標
高
二
〇
〇
～
二
四
〇
㍍
の
侵
食
さ
れ
た
丘
陵
が
発
達
し

て
い
る
。
こ
の
丘
陵
は
、
か
つ
て
シ
ラ
ス
台
地
（
火
砕
流
堆
積
物
の
上
面
）

で
あ
っ
た
が
、
二
万
五
千
年
前
以
降
の
河
川
の
侵
食
に
よ
っ
て
台
地
面
が
ほ

と
ん
ど
失
わ
れ
て
で
き
た
地
形
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
谷
部

に
沿
っ
て
幅
の
狭
い
沖
積
平
地
が
あ
る
。 

 

北
側
の
町
境
と
吉
田
町
と
の
境
は
分
水
嶺
に
相
当
し
、
こ
の
分
水
嶺
の
内

側
に
降
っ
た
雨
は
す
べ
て
甲
突
川
へ
流
れ
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
郡
山
町
の

西
側
は
東
雪
元
、
西
俣
、
鹿
児
島
市
小
山
田
町
上
大
迫
へ
至
る
尾
根
線
（
分

水
嶺
）
が
、
甲
突
川
か
ら
鹿
児
島
湾
へ
注
ぐ
地
域
と
神
之
川
か
ら
東
シ
ナ
海

へ
注
ぐ
地
域
に
分
け
て
い
る
。
面
積
的
に
は
後
者
は
狭
い
。 

 

第
二
節 

河
川
と
沖
積
平
地 

  

鹿
児
島
市
北
西
部
に
は
北
北
西
か
ら
南
南
東
へ
流
れ
る
甲
突
川
が
あ
る
。
郡

山
町
で
は
、
こ
の
甲
突
川
本
流
と
そ
の
支
流
の
川
田
川
の
二
つ
の
河
川
が
比
較

的
大
き
い
。
一
方
、
甲
突
川
水
系
の
西
側
に
は
東
シ
ナ
海
へ
注
ぐ
神
之
川
が
あ

る
。 

 

沖
積
層
の
分
布
す
る
幅
の
狭
い
平
野
は
、
川
田
か
ら
宇
都
へ
至
る
川
田
川
沿

い
、
郡
山
か
ら
上
常
盤
へ
至
る
甲
突
川
と
、
油
須
木
、
茄
子
田

な

す

び

だ

へ
至
る
油
須
木
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川
沿
い
、
さ
ら
に
東
雪
元
か
ら
西
俣
を
流
れ
る
神
之
川
沿
い
に
見
ら
れ
る
。
沖

積
平
地
の
下
流
側
に
は
必
ず
滝
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
滝
の
か
か
る
溶
結
凝
灰
岩

の
上
面
に
こ
れ
ら
の
沖
積
平
地
が
発
達
し
て
い
る
。
川
田
川
に
は
川
田
中
の
轟

滝
、
甲
突
川
に
は
小
山
田
町
名
越
の
滝
が
あ
る
。
甲
突
川
水
系
と
は
異
な
る
が
、

神
之
川
に
も
西
俣
上
の
上
流
に
轟
滝
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
轟
滝
は
溶
結
凝

灰
岩
に
か
か
る
滝
で
は
な
く
、
安
山
岩
の
溶
岩
に
か
か
っ
て
い
る
。 

 

第
三
章 

郡
山
町
の
地
質 

  

郡
山
町
の
地
質
は
、
南
九
州
の
構
造
運
動
（
隆
起
や
沈
降
）
を
解
明
す
る

た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の
地
質
学
者
が
注
目
し
た
。
し
か
し
、
八

重
山
を
中
心
と
す
る
険
し
い
山
地
が
連
な
る
た
め
に
、
調
査
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
地
質
が
複
雑
で
側
方
へ
追
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
質
調
査
に
も
と
づ

く
研
究
論
文
は
少
な
い
。
こ
の
地
区
を
含
む
広
域
を
調
査
し
た
地
質
図
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
詳
細
な
地
質
図
を
示
し
た
研
究
論
文
は
、
九
州
大

学
の
宮
地
グ
ル
ー
プ
と
熊
本
大
学
の
長
谷
グ
ル
ー
プ
の
報
告
し
か
な
い
。 

し
か
し
、
一
部
し
か
公
表
し
て
い
な
い
が
、
鹿
児
島
大
学
大
木
の
指
導
し
た
学

生
の
複
数
の
卒
論
・
修
論
の
中
に
は
精
度
の
高
い
調
査
結
果
を
報
告
し
た
も
の

が
あ
る
。 

 

第
一
節 

最
も
古
い
湖
の
堆
積
物
、
仕
明

し

あ

け

層 

  

郡
山
町
で
も
っ
と
も
古
い
地
層
は
、
仕
明
か
ら
重
平
山
に
か
け
て
分
布
す
る

仕
明
層
で
あ
る
。
こ
の
地
層
は
湖
に
堆
積
し
た
重
平
凝
灰
岩
部
層
と
、
そ
れ
を

覆
う
重
平
山
輝
石
安
山
岩
類
か
ら
な
る
。
重
平
凝
灰
岩
部
層
の
厚
さ
は
六
五
㍍

ほ
ど
で
、
そ
の
中
の
厚
さ
一
㍍
ほ
ど
の
シ
ル
ト
岩
か
ら
き
わ
め
て
保
存
の
よ
い

植
物
化
石
を
産
出
す
る
。 

 

１ 

植
物
化
石
「
重
平
フ
ロ
ー
ラ
」 

  

仕
明
層
か
ら
産
出
す
る
植
物
化
石
は
「
重
平
フ
ロ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
、
鮮

（
注
）

新

世
前
期
か
ら
後
期
へ
移
り
変
わ
る
時
期
の
古
環
境
を
知
る
上
で
貴
重
な
化
石
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
三
七
科
七
〇
属
九
五
種
の
植
物
化
石
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ナ
科
、
ク
ス
ノ
キ
科
が
優
勢
で
、
な
か
で
も
常
緑
カ
シ
類
が
多
産
す
る
。
ア

ラ
カ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
と
シ
イ
属
の
ス
ダ
ジ
イ

で
全
体
の
八
〇
㌫
前
後
を
占
め
る
。
ま
た
、
ク
ス
ノ
キ
科
の
ク
ス
ノ
キ
、
タ
ブ

ノ
キ
が
比
較
的
多
く
、
バ
リ
バ
リ
ノ
キ
、
イ
ヌ
ガ
シ
、
ホ
ソ
バ
タ
ブ
、
タ
イ
ワ

ン
イ
ヌ
グ
ス
な
ど
が
産
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
ツ
バ
キ
科
の
サ
ザ
ン
カ
、
マ
ン
サ

ク
科
の
フ
ウ
、
モ
チ
ノ
キ
科
の
モ
チ
ノ
キ
な
ど
を
産
す
る
。「
重
平
フ
ロ
ー
ラ
」

の
特
徴
は
、
現
在
で
は
九
州
本
土
以
北
に
自
生
し
な
い
暖
～
亜
熱
帯
種
を
多
く

含
む
事
で
あ
る
。 

（
注
）
鮮
新
世
…
恐
竜
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
（
中
生
代
）
が
絶
滅
し
た
以
降
を
新

生
代
と
呼
び
、
そ
れ
は
第
三
紀
と
第
四
紀
か
ら
な
る
。
鮮
新
世
は
第
三
紀
の
終

わ
り
五
二
〇
万
年
～
一
六
四
万
年
前
ま
で
の
間
を
い
う
。
第
三
紀
は
さ
ら
に
古

第
三
紀
と
新
第
三
紀
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

２ 

堆
積
年
代 
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植
物
化
石
を
多
産
す
る
重
平
凝
灰
岩
部
層
が
ま
だ
湖
底
に
堆
積
し
て
い
た
頃
、

火
山
噴
火
が
起
こ
り
、
溶
岩
が
こ
の
湖
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
の
証
拠
に
、
重
平
凝
灰
岩
部
層
の
直
上
の
溶
岩
は
急
冷
し
表
面
が
割
れ
た
様

相
（
自
破
砕
）
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
自
破
砕
溶
岩
か
ら
、
約
二
九
〇
万
年

前
の
放

（
注
）

射
年
代
測
定
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
人
類
が
地
球
上
に
出
現
し
た
年
代

が
約
四
〇
〇
万
年
前
（
最
近
で
は
さ
ら
に
古
く
な
っ
て
い
る
）
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
人
類
出
現
の
お
よ
そ
一
〇
〇
万
年
後
の
話
で
あ
る
。 

（
注
）
放
射
年
代
測
定
…
岩
石
に
含
ま
れ
る
放
射
性
元
素
の
半
減
期
を
使
っ
て

年
代
を
測
定
す
る
方
法
。 

 

第
二
節 

最
も
古
い
火
山
岩
、
清
浦
安
山
岩 

  

 

八
重
山
地
域
で
も
っ
と
も
古
い
岩
石
は
入
来
峠
周
辺
に
露
出
す
る
清
浦
安
山

岩
で
、
細
長
い
角
閃
石
の
結
晶
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
放
射
年
代
測
定
か
ら
約

二
七
五
万
年
前
に
噴
出
し
た
火
山
岩
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
節 

北
薩
に
出
現
し
た
湖
の
堆
積
物
、
郡
山
層 

  

清
浦
安
山
岩
を
覆
っ
て
分
布
す
る
地
層
は
、
北
薩
地
域
に
広
く
分
布
す
る
約

二
〇
〇
万
年
前
に
出
現
し
た
湖
に
堆
積
し
た
泥
や
砂
の
地
層
（
湖
成
層
）
で

あ
る
。
こ
の
湖
成
層
は
、
堆
積
当
時
に
噴
火
し
た
火
山
岩
や
火
砕
流
堆
積
物
、

火
山
灰
層
を
挟
ん
で
い
る
。
湖
底
に
泥
や
砂
が
堆
積
し
て
い
る
最
中
に
、
湖
底

を
突
き
破
っ
て
噴
火
が
起
こ
っ
た
為
に
、
泥
や
砂
の
層
が
著
し
く
乱
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
貫
入
し
て
き
た
マ
グ
マ
（
火
山
岩
）
の
熱
で
火
山
岩
の
ま
わ
り

の
泥
や
砂
は
固
く
変
質
し
て
い
る
（
フ
リ
ン
ト
化
）
。
マ
グ
マ
の
活
動
の
証
拠

を
、
こ
の
湖
成
層
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
湖
の
地
層
は
八
重
山
の
南
斜
面
、
入
来
峠
か
ら
大
浦
、
茄
子
田
付
近
、

さ
ら
に
厚
地
か
ら
東
俣
に
至
る
地
域
に
お
も
に
分
布
し
て
い
る
。 

 

１ 

厚
く
堆
積
し
た
湖
成
層 

  
郡
山
層
は
大
き
く
四
つ
の
部
層
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
位
か
ら
、
厚

地
泥
岩
部
層
、
峠
砂
岩
部
層
、
湯
屋
泥
岩
部
層
、
花
尾
凝
灰
角
礫
岩
部
層
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
郡
山
層
を
堆
積
さ
せ
た
湖
の
底
に
は
、
最
初
は
静
か
な
堆
積
環

境
を
想
定
さ
せ
る
泥
が
お
も
に
堆
積
し
、
そ
の
後
、
粗
い
砂
が
堆
積
し
、
再
び

泥
を
主
体
と
し
た
堆
積
物
が
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
粗
い
砂
が
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途
中
で
堆
積
し
た
原
因
は
良
く 

わ
か
っ
て
い
な
い
。
最
後
に
、 

近
く
で
噴
火
が
起
こ
り
、
火
山 

角
礫
と
火
山
灰
層
（
凝
灰
角
礫 

岩
）
が
堆
積
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
凝
灰
角
礫
岩
部
層
が
郡
山 

町
の
東
部
に
厚
く
認
め
ら
れ
る 

こ
と
か
ら
、
噴
火
し
た
場
所
は 

現
在
の
花
尾
山
付
近
と
推
定
さ 

れ
る
。
花
尾
山
西
側
斜
面
に
あ 

る
「
か
く
れ
念
仏
洞
」
は
、
こ 

の
花
尾
凝
灰
角
礫
岩
部
層
を
穿
っ 

て
い
る
。 

 

比
較
的
短
時
間
に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
凝
灰
角
礫
岩
を
の
ぞ
く
と
、
砂

や
泥
の
堆
積
物
の
厚
さ
は
お
よ
そ
一
六
〇
㍍
程
に
も
な
る
。 

 

２ 

湖
底
に
噴
出
し
た
マ
グ
マ 

  

郡
山
層
に
は
多
く
の
貫
入
岩
体
が
見
ら
れ
、
湖
底
に
泥
や
砂
が
堆
積
し
て
い

る
間
に
繰
り
返
し
湖
底
噴
火
活
動
が
起
こ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
厚
地
泥
岩
部
層

と
峠
砂
岩
部
層
が
堆
積
し
た
時
期
に
は
四
回
の
噴
火
活
動
（
久
保
山
安
山
岩
、

東
雪
元
安
山
岩
、
茄
子
田
安
山
岩
、
入
来
峠
安
山
岩
）
が
、
湯
屋
泥
岩
部
層

と
花
尾
凝
灰
角
礫
岩
が
堆
積
し
た
時
期
に
は
三
回
の
噴
火
活
動
（
湯
屋
安
山

岩
、
入
来
輝
石
安
山
岩
、
大
平
安
山
岩
）
が
認
め
ら
れ
、
湯
屋
泥
岩
部
層
に

は
大
規
模
噴
火
に
伴
う
二
枚 

の
火
砕
流
堆
積
物
（
草
木
段 

火
砕
流
、
宮
脇
火
砕
流
）
が 

挟
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、 

こ
れ
ら
の
火
砕
流
堆
積
物
を 

も
た
ら
し
た
噴
火
が
、
ど
こ 

で
起
こ
つ
た
か
は
わ
か
っ
て 

い
な
い
。 

 

一
㍉
以
下
で
は
あ
る
が
、 

黒
色
針
状
の
角
閃
石
を
含
む 

久
保
山
安
山
岩
は
岩
戸
付
近 

に
、
東
雪
元
安
山
岩
は
東
雪 

元
か
ら
上
常
盤
採
石
場
へ
至 

る
道
沿
い
に
露
出
し
て
い
る
。 

茄
子
田
の
沢
沿
い
に
露
出
す 

る
茄
子
田
安
山
岩
は
、
厚
地 

泥
岩
部
層
と
の
境
界
付
近
で 

多
孔
質
に
な
っ
て
お
り
、
球
状
の
オ
パ
ー
ル
（
口
絵
参
照
）
を
含
む
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
入
来
峠
安
山
岩
は
入
来
峠
付
近
に
、
湯
屋
安
山
岩
は
花
尾
採
石

場
、
花
尾
神
社
、
久
保
山
付
近
に
、
大
平
安
山
岩
は
大
平
か
ら
花
尾
山
に
か
け

て
分
布
し
て
い
る
。 

 

下
位
の
草
木
段
火
砕
流
は
樋
脇
町
の
み
で
郡
山
町
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。

宮
脇
火
砕
流
は
厚
さ
が
一
〇
㍍
前
後
で
、
花
尾
神
社
北
の
沢
、
笹
之
段
北
西
の

沢
に
露
出
し
て
い
る
。 
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３ 

郡
山
層
の
堆
積
年
代 

  

湯
屋
泥
岩
部
層
に
挟
ま
る 

宮
脇
火
砕
流
は
、
放
射
年
代 

測
定
値
か
ら
約
二
五
〇
万
年 

前
に
噴
出
し
た
火
砕
流
堆
積 

物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

郡
山
層
が
覆
う
清
浦
安
山
岩 

の
年
代
が
約
二
七
五
万
年
前 

だ
か
ら
、
湖
が
出
現
し
て
宮 

脇
火
砕
流
が
堆
積
す
る
ま
で 

の
期
間
は
二
五
万
年
よ
り
短 

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
地 

質
年
代
で
は
、
新
生
代
新
第 

三
紀
後
期
鮮
新
世
で
あ
る
。 

 ４ 

郡
山
層
産
の
化
石 

 

郡
山
層
か
ら
多
く
の
植
物
（
葉
）
化
石
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
厚

地
泥
岩
部
層
、
峠
砂
岩
部
層
か
ら
は
お
も
に
ブ
ナ
、
湯
屋
泥
岩
部
層
か
ら
は
メ

タ
セ
コ
イ
ア
、
ブ
ナ
、
カ
エ
デ
の
植
物
化
石
を
産
出
す
る
。
ま
た
、
こ
の
層
は

珪
藻
化
石
を
多
く
含
み
、
上
位
の
湯
屋
泥
岩
部
層
で
は
、
サ
イ
ク
ロ
テ
ラ
・
ミ

シ
ガ
ニ
ア
ナ
（C

yclotella m
ichiganiana

）
と
ア
ウ
ラ
コ
セ
イ
ラ
・
ア
ム
ビ

グ
ア
（A

ulacoseira am
bigua

）
が
優
勢
に
な
る
。
前
者
は
ミ
シ
ガ
ニ
ア
ナ

(m
ichiganiana

）
の
名
で
わ
か
る
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
の
ミ
シ
ガ
ン
湖
か
ら
最

初
に
報
告
さ
れ
、
後
者
も
含
め
て
寒
冷
種
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
約
二
五
〇
万

年
前
か
ら
寒
冷
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
汎
世
界
的
に
も
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 ５ 

郡
山
層
産
の
鉱
物 

 

郡
山
層
下
部
の
厚
地
泥
岩
部 

層
は
熱
変
質
を
受
け
、
一
部
は 

フ
リ
ン
ト
化
し
て
い
る
。
東
雪 

元
で
は
泥
岩
に
金
色
に
輝
く
二 

㍉
前
後
の
黄
鉄
鉱

お
う
て
つ
こ
う

の
結
晶
を
含 

む
脈
が
認
め
ら
れ
る
。
熱
水
に 

溶
け
た
鉄
イ
オ
ン
が
泥
岩
の
割 

れ
目
に
沿
っ
て
上
が
り
、
冷
え 

る
過
程
で
結
晶
し
た
も
の
で
あ 

る
。 す

で
に
述
べ
た
が
、
厚
地
泥 

岩
部
層
と
茄
子
田
安
山
岩
の
境 

界
付
近
で
は
、
球
状
の
オ
パ
ー 

ル
を
産
す
る
。 
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第
四
節 

郡
山
層
以
後
の
火
山
岩
と
火
砕
流
堆
積
物 

  

郡
山
層
を
覆
っ
て
、
新
第
三
紀
後
期
鮮
新
世
～
第
四
紀
前
期
更

 

（
注
）

新
世
に
噴
出

し
堆
積
し
た
火
山
岩
や
火
砕
流
堆
積
物
が
八
重
山
か
ら
花
尾
山
、
さ
ら
に
は
三

重
嶽
へ
至
る
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。 

 

下
位
か
ら
良
久
安
山
岩
、
花
尾
山
流
紋
岩
、
岩
下
安
山
岩
類
、
梨
木
野
火
砕

流
、
八
重
山
玄
武
岩
が
重
な
る
。 

 

良
久
安
山
岩
は
岩
戸
と
大
平
付
近
に
、
花
尾
流
紋
岩
は
花
尾
山
の
頂
上
か
ら

山
腹
に
か
け
て
露
出
す
る
。
岩
下
安
山
岩
類
は
凝
灰
角
礫
岩
を
と
も
な
う
安
山

岩
で
、
八
重
山
南
麓
か
ら
上
宮
岳
周
辺
に
分
布
し
、
放
射
年
代
測
定
か
ら
約
一

三
〇
万
年
前
に
噴
出
し
た
と 

考
え
ら
れ
る
。
流
紋
岩
に
な 

る
マ
グ
マ
は
シ
リ
カ
（
Ｓ
ｉ
Ｏ

 

２

） 

に
富
み
、
粘
性
が
高
い
た
め 

に
、
花
尾
山
の
よ
う
な
ド
ー 

ム
状
の
山
を
形
成
す
る
場
合 

が
多
い
。 

 

梨
木
野
火
砕
流
の
溶
結
凝 

灰
岩
は
東
雪
元
か
ら
上
宮
岳 

の
台
地
面
を
形
成
し
て
分
布 

し
て
い
る
。 

 

八
重
山
玄
武
岩
は
、
八
重 

山
の
平
ら
な
頂
部
を
形
作
っ 

て
い
る
。
こ
れ
は
玄
武
岩
マ 

グ
マ
に
含
ま
れ
る
シ
リ
カ 

（
Ｓ
ｉ
Ｏ

 

２

）
が
少
な
い
た
め
に
粘 

性
が
低
く
、
流
動
し
や
す
い
こ 

と
か
ら
溶
岩
が
薄
く
広
が
り
、 

平
ら
な
面
を
作
っ
た
結
果
で
あ 

る
。
花
尾
山
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス 

ト
が
素
晴
ら
し
い
。 

（
注
）
更
新
世
…
新
生
代
第
四 

 
 

紀
は
、
更
新
世
と
現
世
に 

 
 

分
け
ら
れ
る
。
更
新
世
は 

 
 

一
六
四
万
年
～
一
万
年
前 

 
 

ま
で
を
い
う
。 

  

第
五
節 

過
去
一
〇
〇
万
年
の
間
に
噴
火
し
た
火
砕
流
堆
積

物
と
海
成
層 

 

１ 

花
野

け

の

火
砕
流 

  
八
重
山
南
斜
面
の
笹
之
段
、
花
尾
小
学
校
近
く
の
道
路
沿
い
や
川
田
川
の
河

床
に
は
、
黒
色
柱
状
で
二
㍉
程
の
長
さ
を
持
つ
角
閃
石
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
花

野
火
砕
流
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
の
火
砕
流
は
甲
突
川
お
よ
び
支
流
域
に
点
在

す
る
約
一
〇
〇
万
年
前
の
火
砕
流
で
、
地
球
磁
場
が
現
在
と
異
な
る
「
マ

 

（
注
）

ツ
ヤ

マ
逆
磁
極
期
」
に
堆
積
し
た
こ
と
が
放
射
年
代
と
岩
石
の
帯
磁
方
向
を
測
定
し
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て
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
八
重
山
地
域
の
構
造
運
動
（
隆
起
や
沈
降
）
の
時
期
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
重
要
な
火
砕
流
で
あ
る
。 

 

花
野
火
砕
流
は
連
続
し
て
噴
火
堆
積
し
た
二
枚
の
火
砕
流
か
ら
な
る
こ
と
が

鹿
児
島
市
花
野
口
で
確
認
さ
れ
た
が
、
郡
山
町
に
分
布
す
る
本
火
砕
流
は
下
位

の
花
野
火
砕
流
Ⅰ
に
あ
た
り
、
弱
溶
結
～
強
固
結
の
岩
石
で
あ
る
。
噴
出
し
た

場
所
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

（
注
）
逆
磁
極
期
…
地
球
は
北
極
が
Ｓ
極
、
南
極
が
Ｎ
極
の
大
き
な
磁
石
で
あ

 
 

る
。
逆
磁
極
期
に
は
磁
場
が
逆
転
し
、
北
極
が
Ｎ
、
南
極
が
Ｓ
に
な
る
為

 
 

に
、
磁
針
の
Ｓ
が
北
極
を
指
す
。
マ
ツ
ヤ
マ
逆
磁
極
期
は
二
五
八
万
年
～

七
八
万
年
前
の
時
期
に
あ
た
る
。 

 

２ 

河
頭

こ
が
し
ら

層
（
＝
花
倉

け

く

ら

層
、
国
分
層
群
） 

  

郡
山
町
最
南
部
の
川
田
下
の
川
田
川
河
床
に
泥
か
ら
な
る
河
頭
層
が
露
出
し
、

保
存
の
良
い
貝
化
石
を
産
す
る
。
こ
の
河
頭
層
を
堆
積
さ
せ
た
海
は
、
現
在
の

鹿
児
島
湾
を
含
め
て
鹿
児
島
市
地
域
や
国
分
か
ら
蒲
生
町
へ
至
る
鹿
児
島
湾
北

部
沿
岸
地
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
地
域
に
分
布
す
る
地
層
群

(

花
倉
層
、
国
分
層
群)

か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。 

 

３ 

加
久
藤

か

く

と

う

火
砕
流 

  

霧
島
の
北
に
あ
る
加
久
藤
盆
地
は
カ
ル
デ
ラ
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
約
三
〇

万
年
前
に
大
規
模
火
砕
流
を
と
も
な
う
大
噴
火
で
出
現
し
た
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ

で
あ
る
。
そ
の
時
に
噴
出
し
た
加
久
藤
火
砕
流
の
一
部
は
鹿
児
島
市
地
域
に
達

し
、
硬
い
溶
結
凝
灰
岩
に
な
っ
て
い
る
。
受
験
に
ご
利
益
の
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
名
突(

梅
ヶ
渕)

観
音
像
は
、
こ
の
加
久
藤
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
に
彫
り

込
ま
れ
て
い
る
。 

 

加
久
藤
火
砕
流
は
、
重
平
山
東
側
の
麓
の
梨
木
野

な

し

き

の

か
ら
大
東

だ
い
と
う

へ
至
る
神
之
川

沿
い
、
小
浦
～
上
常
盤
、
茄
子
田
の
河
床
に
分
布
す
る
。
上
常
盤
か
ら
東
雪
元

へ
至
る
道
沿
い
に
、
本
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
の
採
石
場
が
あ
り
、
郡
山
石
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
溶
結
凝
灰
岩
は
特
徴
的
に
赤
褐
色
を
呈
し
て
い

る
。
ま
た
、
川
田
中
の
郡
山
温
泉
へ
行
く
川
田
川
に
か
か
る
橋
の
南
側
に
滝
が

あ
る
。
こ
の
滝
は
加
久
藤
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
に
か
か
っ
て
い
る
。 

 

４ 

阿
多
火
砕
流 

  

鹿
児
島
湾
に
は
二
つ
の
カ
ル
デ
ラ
が
存
在
し
て
い
る
。
湾
奥
部
の
姶
良
カ
ル

デ
ラ
と
湾
口
部
の
阿
多
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
。
阿
多
カ
ル
デ
ラ
は
約
一
〇
万
年
前

に
阿
多
火
砕
流
を
噴
出
さ
せ
た
大
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。 

 

南
か
ら
襲
っ
て
き
た
阿
多
火
砕
流
は
、
郡
山
町
の
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物

(

溶
結
凝
灰
岩
）
を
削
っ
た
谷
を
埋
め
る
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。
黒
色
～
暗

灰
色
を
呈
す
る
比
較
的
均
質
な
火
砕
流
堆
積
物
で
、
溶
結
は
し
て
い
る
も
の
の

脆
弱
で
細
工
が
し
や
す
く
、
郡
山
町
に
点
在
す
る
石
塔
や
墓
石
に
良
く
使
わ
れ

て
い
る
。
密
度
が
比
較
的
小
さ
く
、
黒
色
で
あ
る
た
め
に
古
い
火
砕
流
堆
積
物

と
容
易
に
区
別
で
き
る
。 
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５ 

入
戸

い

と

火
砕
流 

  

南
九
州
で
は
「
シ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
約
二
万
五
千
年
前
に
姶
良
カ

ル
デ
ラ
を
出
現
さ
せ
た
大
噴
火
に
伴
っ
て
噴
出
し
た
火
砕
流
堆
積
物
で
あ
る
。

世
界
最
大
級
の
噴
火
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
厚
い
所
で
一
〇
〇
㍍
近
く
も
あ
る
。

そ
の
分
布
は
、
人
吉
盆
地
、
水
俣
市
、
宮
崎
市
に
ま
で
お
よ
び
、
南
九
州
の
動

植
物
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に
弱
溶
結
～
非
溶
結
だ
が
、

国
分
市
最
北
部
の
牧
神
、
都
城
市
、
志
布
志
町
、
川
辺
町
に
は
溶
結
凝
灰
岩
も

見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
都
城
市
荘
内
町
に
あ
る
関
の
尾
滝
は
入
戸
火
砕
流
の
溶

結
凝
灰
岩
に
か
か
り
、
川
辺
町
の
清
水
の
磨
崖
仏
も
こ
の
溶
結
凝
灰
岩
に
彫
ら

れ
て
い
る
。 

 

入
戸
火
砕
流
の
噴
出
に
と
も
な
う
降
下
火
山
灰
（
姶
良 

Ｔｎ 

テ
フ
ラ
＝
ＡＴ)

は
、
青
森
県
以
南
の
ほ
ぼ
日
本
中
で
確
認
さ
れ
た
。
四
国
で
五
〇
㌢
前
後
、
関

東
で
一
五
㌢
前
後
、
福
島
県
よ
り
約
四
〇
〇
㌔
㍍
沖
合
い
の
太
平
洋
深
海
底
の

コ
ア
か
ら
も
厚
さ
五
㌢
ほ
ど
の
火
山
灰
層
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

郡
山
町
の
北
部
、
八
重
山
の
南
麓
で
は
標
高
二
四
〇
㍍
前
後
ま
で
分
布
し
、

南
部
に
向
か
っ
て
そ
の
台
地
面
は
下
が
っ
て
標
高
一
八
〇
㍍
前
後
に
な
る
。
し

か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ラ
ス
台
地
」
は
河
川
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
、
台
地
面
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
痩
せ
尾
根
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。 

 

６ 

桜
島
薩
摩
テ
フ
ラ
（
＝
火
山
灰
） 

  

鹿
児
島
市
地
域
に
広
く
分
布
す
る
火
山
灰
と
軽
石
層
か
ら
な
る
地
層
で
、
昭

和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
「
新
期
火
山
灰
お
よ
び
軽
石
層
」
と
命
名
さ
れ
、

約
一
万
一
千
年
前
の
桜
島
起
源
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
が
、
火
山
灰
の
研
究
者

に
よ
っ
て
桜
島
薩
摩
テ
フ
ラ
（
Ｓ

 

Ｚ

―
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
市
地

域
の
吉
野
台
地
か
ら
紫
原
、
桜
ヶ
丘
台
地
の
本
火
山
灰
層
に
は
、
マ
グ
マ
水
蒸

気
爆
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
サ
ー
ジ
堆
積
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
厚
さ
は

花
倉

け

く

ら

付
近
で
最
も
厚
く
一
〇
㍍
近
く
に
も
達
す
る
。
桜
ヶ
丘
台
地
で
は
二
㍍
強

で
、
桜
島
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
急
激
に
そ
の
厚
さ
を
減
じ
る
。
郡
山
町
の
南

部
で
は
厚
さ
一
㍍
弱
の
桜
島
薩
摩
テ
フ
ラ
が
分
布
す
る
が
、
北
部
で
は
数
一
〇

㌢
と
薄
い
。 

 

縄
文
草
創
期
の
時
間
面
を
特
定
す
る
た
め
に
有
効
で
、
考
古
学
の
分
野
で
鍵

層
（
＝
薩
摩
火
山
灰
）
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
清
和
の
常
盤
原

と
き
わ
ば
る

遺
跡
と
湯

屋
の
湯
屋
原

ゆ

や

ば

る

遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
遺
物
包
含
層
の
下
か
ら
桜
島
薩
摩

テ
フ
ラ
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 

７ 

鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ 

  

薩
摩
半
島
と
屋
久
島
の
間
に
あ
る
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
を
噴
出
源
と
す
る
降
下
火

山
灰
で
、
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ
（
Ｋ
―
Ａｈ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
噴
出
年

代
は
約
六
三
〇
〇
年
前
で
、
縄
文
時
代
の
編
年
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
火

山
灰
層
で
あ
る
。
一
般
に
、
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ
の
下
位
か
ら
縄
文
早
期
の
、

上
位
か
ら
縄
文
前
期
の
型
式
を
示
す
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

常
盤
原
遺
跡
（
清
和
）
と
湯
屋
原
遺
跡
（
湯
屋
）
か
ら
も
、
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ

テ
フ
ラ
を
挟
ん
で
、
下
位
か
ら
縄
文
早
期
の
、
上
位
か
ら
縄
文
前
期
以
降
の
遺

物
が
出
土
し
て
い
る
。 
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第
四
章 

郡
山
町
の
地
史 

  

郡
山
町
を
取
り
囲
む
重
平
山
、
八
重
山
、
花
尾
山
、
三
重
嶽
な
ど
の
美
し
い

山
並
は
、
今
か
ら
三
〇
〇
万
年
以
前
に
は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
る
と
、
郡
山
町
の
地
形
・
地
層
に
は
地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
記
録

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
過
去
三
〇
〇
万
年
の
間
に
郡

山
町
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
紹
介
す
る
。

 

第
一
節 

約
三
〇
〇
万
年
前
に
存
在
し
た
湖 

  

新
生
代
鮮
新
世
前
期
か
ら
後
期
へ
移
り
変
わ
る
時
期
に
、
現
在
の
重
平
山
付

近
に
湖
が
存
在
し
、
そ
の
湖
の
周
辺
に
は
暖
～
亜
熱
帯
の
植
物
が
繁
茂
し
て
い

た
。
こ
の
湖
に
堆
積
し
た
シ
ル
ト
（
仕
明
層
重
平
凝
灰
岩
部
層
）
の
厚
さ
が

六
五
㍍
程
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
湖
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、

湖
底
に
堆
積
し
た
堆
積
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
後
の
隆
起
沈
降
運
動
の
過
程

で
侵
食
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
二
九
〇
万
年
～
二
七
五
万
年
前
に
は
火
山
活
動
が
活
発
に
な
り
、

こ
の
湖
に
溶
岩
が
流
れ
込
ん
だ
り
（
重
平
山
輝
石
安
山
岩
類
）
、
近
く
で
マ
グ

マ
の
貫
入
が
起
こ
っ
た
（
清
浦
安
山
岩
）
。 

 

こ
の
時
代
の
湖
成
層
は
、
郡
山
町
の
他
に
、
鹿
児
島
県
で
は
東
郷
町
に
分
布

(

東
郷
層
）
し
て
お
り
、
す
で
に
北
薩
地
域
に
は
大
き
な
湖
が
出
現
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。 

 

第
二
節 

約
二
七
〇
～
二
〇
〇
万
年
前
に
出
現
し
た
巨
大
な
湖

  

こ
の
時
期
、
今
の
川
内
川
流
域
の
低
地
帯
に
大
き
な
湖
が
出
現
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
広
範
囲
に
追
跡
で
き
る
湖
成
層
の
存
在
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
八

重
山
周
辺
に
分
布
す
る
湖
成
層
（
郡
山
層
）
の
厚
さ
は
一
六
〇
㍍
に
も
達
し
、

こ
の
地
域
が
そ
の
地
層
を
堆
積
さ
せ
た
湖
の
岸
近
く
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
樋
脇
町
・
入
来
町
、
薩
摩
永
野
、
さ
ら
に
は
出
水
市
や
水
俣
市
、
人
吉
市

に
至
る
地
域
の
湖
成
層
が
こ
の
時
代
の
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
と
ん
で

も
な
い
大
き
さ
の
湖
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
湖
が
出
現
し
て
い
た
頃
は
、
暖
～
亜
熱
帯
気
候
か
ら
徐
々
に
寒
冷
化
し
、

温
帯
へ
移
行
し
て
い
っ
た
時
期
に
相
当
す
る
こ
と
が
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
、
ブ
ナ
、

カ
エ
デ
等
の
植
物
化
石
や
珪
藻
化
石
、
花
粉
化
石
か
ら
わ
か
っ
た
。 

 

郡
山
層
を
堆
積
さ
せ
た
湖
が
存
在
し
て
い
た
頃
、
火
山
活
動
が
さ
か
ん
で
、

湖
底
に
堆
積
し
た
堆
積
物
に
七
回
に
わ
た
り
マ
グ
マ
が
貫
入
し
て
い
る
（
久

保
山
安
山
岩
、
東
雪
元
安
山
岩
、
茄
子
田
安
山
岩
、
入
来
峠
安
山
岩
、
湯
屋
安

山
岩
、
入
来
輝
石
安
山
岩
、
大
平
安
山
岩
）
。
さ
ら
に
噴
火
し
た
場
所
は
定

か
で
な
い
が
、
こ
の
湖
に
二
回
に
わ
た
り
火
砕
流
が
到
達
し
、
湖
底
に
そ
の
堆

積
物
が
堆
積
し
た
（
草
木
段
火
砕
流
、
宮
脇
火
砕
流
）
。
宮
脇
火
砕
流
の
放

射
年
代
値
は
約
二
五
〇
万
年
で
、
そ
れ
以
後
も
湖
は
存
在
し
、
花
尾
山
付
近
で

大
規
模
な
火
山
活
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
湖
は
お
よ
そ
二
〇
〇

万
年
前
ま
で
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
節 
約
二
〇
〇
～
一
〇
〇
万
年
前
の
火
山
活
動
と
隆
起
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郡
山
層
に
不
整
合
関
係
で
複
数
の
火
山
岩
が
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

郡
山
層
を
堆
積
さ
せ
た
湖
が
干
上
が
り
、
陸
域
と
な
っ
て
郡
山
層
が
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
侵
食
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
地
表
面
を
火
山
岩
が
覆
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。 

 

八
重
山
付
近
で
は
、
標
高
四
〇
〇
㍍
を
越
え
て
分
布
す
る
郡
山
層
上
部
の
宮

脇
火
砕
流
堆
積
物
が
南
へ
分
布
高
度
を
下
げ
、
花
尾
付
近
で
は
標
高
一
五
〇
㍍

前
後
に
見
ら
れ
る
。
二
〇
〇
万
年
か
ら
一
〇
〇
万
年
前
に
大
き
な
傾
動
運
動
が

八
重
山
地
域
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
八
重
山
付

近
に
広
が
っ
て
い
た
湖
も
、
そ
の
後
の
火
山
活
動
を
と
も
な
う
隆
起
運
動
に
よ
っ

て
干
上
が
り
、
湖
の
底
に
ほ
ぼ
水
平
に
堆
積
し
て
い
た
地
層
（
郡
山
層
）
が

北
に
あ
る
八
重
山
付
近
の
隆
起
に
よ
っ
て
南
へ
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
の
で
あ
る
。 

 

八
重
山
、
花
尾
山
、
三
重
嶽
の
山
体
は
、
こ
の
傾
動
運
動
の
最
中
あ
る
い
は

後
に
、
噴
出
し
た
り
貫
入
し
た
性
質
の
異
な
る
火
山
岩
（
良
久
安
山
岩
、
花

尾
山
流
紋
岩
、
岩
下
安
山
岩
類
、
梨
木
野
火
砕
流
、
八
重
山
玄
武
岩
）
に
よ
っ

て
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

第
四
節 

約
一
〇
〇
万
年
前
と
約
三
〇
万
年
前
に
低
地
を
埋

 
 
 
 
 
 

め
つ
く
し
た
大
規
模
火
砕
流 

  

約
一
〇
〇
万
年
前
に
花
野

け

の

火
砕
流
Ⅰ
が
郡
山
町
を
襲
っ
た
。
花
野
火
砕
流
Ⅰ

は
、
鹿
児
島
県
で
は
八
重
山
周
辺
と
甲
突
川
流
域
の
み
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

厚
い
と
こ
ろ
で
五
〇
㍍
前
後
に
も
達
す
る
こ
と
か
ら
、
も
っ
と
広
く
分
布
し
て

い
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
侵
食
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
他
地
域
か
ら
見
つ
か
つ

て
い
な
い
。 

 

こ
の
花
野
火
砕
流
Ⅰ
が
重
平
山
、
八
重
山
、
花
尾
山
、
三
重
嶽
な
ど
の
山
体

部
、
つ
ま
り
海
抜
高
度
の
高
い
地
域
に
分
布
せ
ず
、
麓
の
低
地
を
埋
め
る
よ
う

に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
花
野
火
砕
流
Ⅰ
が
堆
積
し
た
時
に
は
重
平
山
、

八
重
山
、
花
尾
山
、
三
重
嶽
な
ど
の
山
々
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
八
重
山
地
域
の
隆
起
（
傾
動
）
運
動
は
、
一
〇
〇
万
年
前
に
は
ほ
ぼ
終

わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
六
〇
～
三
〇
万
年
前
の
頃
、
古
鹿
児
島
湾
と
も
言
う
べ
き
内
湾
が
、

現
在
の
鹿
児
島
湾
を
含
め
て
鹿
児
島
湾
北
部
沿
岸
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ

と
が
、
隼
人
町
、
加
治
木
町
、
姶
良
町
、
蒲
生
町
、
吉
田
町
に
か
け
て
分
布
す

る
国
分
層
群
や
吉
田
貝
層
の
存
在
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。 

 

お
よ
そ
六
〇
万
年
前
の
海
成
層
で
あ
る
国
分
層
群
か
ら
は
植
物
化
石
、
有
孔

虫
、
ウ
ニ
類
、
海
棲
貝
類
、
昆
虫
、
魚
な
ど
の
動
物
化
石
が
産
出
し
て
い
る
。

同
じ
時
代
の
地
層
は
、
鹿
児
島
市
地
域
で
は
河
頭
層
（
花
倉
層
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
鹿
児
島
市
で
掘
削
さ
れ
た
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
に
は
、
多
く
の

海
棲
動
物
の
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
海
は
、
南
か
ら
甲
突
川
流
域

に
広
が
り
川
田
付
近
ま
で
達
し
て
い
た
。 

 

こ
の
海
は
約
三
〇
数
万
年
前
に
は
さ
ら
に
広
が
り
、
暖
流
の
洗
う
海
が
吉
田

町
あ
た
り
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
吉
田
貝
層
と
呼
ば
れ
る
地
層
は
フ
ジ
ツ
ボ
が

累
々
と
重
な
り
、
そ
こ
か
ら
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
の
歯
、
ア
ワ
ビ
、
二
枚
貝
、
巻
貝

の
化
石
を
産
出
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
時
期
の
海
に
堆
積
し
た
地
層

は
吉
田
町
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
こ
の
時
代
の
海

成
層
が
甲
突
川
流
域
に
分
布
し
て
い
る
。
鹿
児
島
市
伊
敷
か
ら
上
流
の
河
頭
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（
こ
が
し
ら
）
、
小
山
田
町
ま
で
海
が
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
六
〇
～
三

〇
万
年
前
の
間
、
郡
山
町
の
す
ぐ
南
に
ま
で
海
が
広
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
隆
起
運
動
で
郡
山
町
が
海
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
約
三
〇
万
年
前
に
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
を
噴
出
源
と
す
る
加
久
藤
火

砕
流
が
、
五
〇
㌔
㍍
も
離
れ
た
郡
山
町
に
ま
で
達
し
た
。
こ
の
火
砕
流
は
鹿
児

島
県
北
部
、
宮
崎
県
都
城
市
付
近
に
広
く
分
布
す
る
大
規
模
火
砕
流
で
、
広
大

な
台
地
を
形
成
し
て
い
る
。
と
く
に
国
分
市
東
部
、
隼
人
町
十
三
（
じ
ゅ
う
さ

ん
）
塚
原
（
つ
か
ば
る
）
か
ら
蒲
生
町
、
吉
田
町
へ
至
る
台
地
は
加
久
藤
火
砕
流

の
溶
結
凝
灰
岩
が
形
づ
く
っ
て
い
る
。
郡
山
町
を
含
む
甲
突
川
流
域
で
は
低
地

を
埋
め
る
よ
う
に
分
布
し
て 

い
る
。 

 

約
一
二
万
五
千
年
前
に
再 

び
海
が
南
か
ら
侵
入
し
、
鹿 

児
島
市
の
中
央
部
付
近
は
内 

湾
部
に
な
っ
た
。
し
か
し
、 

こ
の
海
の
北
限
は
現
在
の
九 

州
自
動
車
道
が
走
っ
て
い
る 

伊
敷
付
近
で
、
郡
山
町
か
ら 

小
山
田
、
河
頭
地
域
は
陸
で 

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
現
在 

の
鹿
児
島
湾
奥
部
は
陸
域
で
、 

そ
の
北
の
国
分
市
や
姶
良
町 

付
近
に
は
湖
が
広
が
っ
て
い 

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
当
時
の
海
は
現
在
の
よ
う
に
湾
口
部
を
通
じ
て
外
洋
と
つ
な
が
っ
て
い

た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
鹿
屋
地
域
は
海
で
あ
っ
た
証
拠
が
あ
り
、
古
鹿
児
島

湾
と
古
志
布
志
湾
は
つ
な
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

 

第
五
節 

約
一
〇
万
年
前
と
約
二
万
五
千
年
前
の
旧
石
器
時

代
以
降
の
大
規
模
火
砕
流 

  

阿
多
カ
ル
デ
ラ
は
郡
山
か
ら
約
五
〇
㌔
㍍
南
の
鹿
児
島
湾
口
部
に
位
置
す
る
。

約
一
〇
万
年
前
に
、
阿
多
カ
ル
デ
ラ
を
噴
出
源
と
す
る
阿
多
火
砕
流
が
郡
山
町

に
ま
で
達
し
、
加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
以
前
の
地
層
を
侵
食
し
た
く
ぼ
．
．
地
を
埋

め
る
よ
う
に
堆
積
し
た
。 

 

最
終
氷
期
の
約
二
万
五
千
年
前
に
は
現
在
の
鹿
児
島
湾
奥
部
付
近
で
大
噴
火

が
起
こ
り
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
た
。
鹿
児
島
湾
奥
部
の
場
所
は
、
こ

の
大
噴
火
の
前
は
陸
域
で
、
お
そ
ら
く
火
山
が
そ
び
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
証
拠
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
分
市
、
姶
良
町
、
吉
田
町
に
分
布
す

る
湖
の
地
層
で
あ
る
。
巨
大
な
カ
ル
デ
ラ
を
出
現
さ
せ
た
大
噴
火
に
よ
っ
て
南

九
州
の
動
植
物
は
全
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
、
噴
出
し
た
火
砕
流
堆
積
物
は
郡
山

町
を
覆
い
、
標
高
一
八
〇
～
二
四
〇
㍍
の
平
坦
な
、
い
わ
ゆ
る
シ
ラ
ス
台
地
を

形
成
し
た
。 

 

第
六
節 

桜
島
の
噴
火
と
侵
食 

  

姶
良
カ
ル
デ
ラ
南
縁
に
位
置
す
る
桜
島
は
約
二
万
二
千
年
前
か
ら
噴
火
し
は

じ
め
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
最
終
氷
期
に
相
当
し
、
雨
が
少
な
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か
っ
た
た
め
に
シ
ラ
ス
台
地 

（
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
）
は
大 

き
く
侵
食
は
さ
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
一
万
六
千
年
頃
を
ピ
ー 

ク
に
す
る
最
終
氷
期
も
終
わ
り
、 

急
激
な
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
降 

雨
量
が
増
え
、
シ
ラ
ス
台
地
は 

削
ら
れ
て
大
き
く
変
貌
し
た
。 

現
在
の
鹿
児
島
市
中
央
部
の
沖 

積
平
野
を
形
づ
く
る
、
厚
さ
四 

〇
～
五
〇
㍍
の
沖
積
層
が
過
去 

一
万
年
ほ
ど
で
堆
積
し
た
こ
と 

が
、
こ
の
当
時
の
侵
食
量
を
物 

語
っ
て
い
る
。 

 

数
多
く
の
噴
火
の
中
で
も
、 

鹿
児
島
市
地
域
の
動
植
物
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
っ
た
噴
火
が
約
一
万
一
千
年

前
に
起
こ
っ
た
。
鹿
児
島
市
北
部
の
吉
野
台
地
や
南
部
の
紫
原
台
地
・
桜
ヶ
丘

台
地
は
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆
発
を
示
す
サ
ー
ジ
堆
積
物
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
郡

山
町
で
は
ほ
と
ん
ど
降
下
火
山
灰
お
よ
び
軽
石
層
か
ら
な
る
。
沖
積
平
地
に
あ

る
郡
山
清
和

せ

い

わ

の
常
盤
原

と
き
わ
ば
る

遺
跡
と
東
俣
湯
屋
の
湯
屋
原

ゆ

や

ば

る

遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
早

期
の
遺
物
包
含
層
の
下
か
ら
桜
島
薩
摩
テ
フ
ラ
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ

フ
ラ
が
シ
ラ
ス
台
地
の
麓
に
あ
る
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
、
一
万
一
千

年
前
の
縄
文
草
創
期
に
は
シ
ラ
ス
台
地
が
か
な
り
開
析

か
い
せ
き

（
河
川
に
よ
っ
て
侵
食

さ
れ
谷
地
な
ど
が
形
成
）
さ
れ
て
い
た
証
拠
で
も
あ
る
。

 

約
六
三
〇
〇
年
前
、
現
在
の
硫
黄
島
付
近
の
海
底
に
存
在
す
る
鬼
界
カ
ル
デ

ラ
で
大
噴
火
が
起
こ
り
、
火
砕
流
が
南
九
州
を
襲
っ
た
。
こ
の
時
の
噴
火
に
よ

る
火
山
灰
層
、
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ
は
四
国
足
摺
岬
付
近
で
三
〇
㌢
、
大
阪

で
二
〇
㌢
、
遠
く
は
宮
城
県
あ
た
り
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
現
在

よ
り
気
温
が
高
く
、
海
水
準
が
今 

よ
り
五
㍍
近
く
も
高
か
っ
た
証
拠 

が
あ
る
。
郡
山
清
和
の
常
盤
原
遺 

跡
と
東
俣
湯
屋
の
湯
屋
原
遺
跡
か 

ら
、
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ
が
見 

つ
か
っ
て
い
る
が
、
鹿
児
島
市
中 

央
部
で
は
海
の
堆
積
物
に
挟
ま
っ 

て
分
布
し
て
い
る
。
鹿
児
島
市
伊 

敷
あ
た
り
か
ら
縄
文
時
代
前
期
の 

貝
の
化
石
が
産
出
す
る
こ
と
か
ら
、 

当
時
の
海
は
伊
敷
あ
た
り
に
ま
で 

達
し
て
お
り
、
間
違
い
な
く
鹿
児 

島
市
の
沖
積
平
野
域
に
は
海
が
広 

が
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

  
過
去
三
〇
〇
万
年
の
間
に
起
こ
っ
た
八
重
山
地
域
の
隆
起
運
動
、
地
震
や
火

山
活
動
の
記
録
が
郡
山
町
の
地
層
に
残
さ
れ
て
い
る
。
郡
山
町
に
残
さ
れ
た
美

し
い
自
然
は
、
過
去
三
〇
〇
万
年
の
地
球
の
営
み
の
末
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
の
地
球
か
ら
の
恵
み
を
後
世
に
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。 
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第
五
章 

郡
山
地
区
の
地
下
資
源
と
環
境 

 

 

第
一
節 
地
下
資
源 

  

郡
山
町
は
、
三
〇
〇
～
一
〇
〇
万
年
前
に
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
火
山
活
動
の

影
響
を
受
け
た
場
所
で
、
地
球
か
ら
の
恵
み
が
多
く
届
い
た
場
所
で
あ
る
。
マ

グ
マ
や
熱
水
は
多
く
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
こ
の
大
地
に
も
た
ら
し
、
そ
の
ミ
ネ
ラ
ル

に
富
む
土
壌
が
す
ば
ら
し
い
森
林
を
育
み
、
動
物
を
活
か
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
恩
恵
を
甲
突
川
流
域
に
住
む
人
々
は
受
け
て
い
る
。 

 

１ 

泥
層
と
火
山
灰
土
壌 

  

郡
山
層
の
泥
層
は
、
貫
入
し
た
マ
グ
マ
や
熱
水
に
よ
っ
て
変
質
し
、
粘
土
化

し
て
い
る
。
き
め
の
細
か
い
ミ
ネ
ラ
ル
に
富
む
泥
で
あ
る
。
笹
之
段
か
ら
東
雪

元
の
一
帯
に
分
布
す
る
泥
岩
は
凝
灰
質
（
火
山
灰
質
）
で
、
熱

（
注
）

水
変
質
作
用
も

受
け
て
い
る
た
め
に
硬
く
、
地
元
で
は
「
ゲ
石い

し

」
と
呼
ん
で
置
物
な
ど
に
細
工

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
粘
土
を
多
く
含
む
泥
は
水
を
保
持
す
る
能
力
に
長
け
て
お

り
、
甲
突
川
源
流
近
く
の
棚
田
は
こ
の
泥
で
作
ら
れ
て
い
る
。
水
を
漏
ら
す
事

な
く
稲
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
粘
土
分
の
多
い
泥
は
、
熱
水
作
用
や
岩
石
の

風
化
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
浦
大
谷
平
で
は
郡
山
層
の
泥
岩
が

採
掘
さ
れ
、
ジ
オ
ラ
イ
ト
の
名
で
肥
料
、
飼
料
、
盆
栽
用
土
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
付
近
の
泥
岩
は
熱
水
に
溶
け
た
鉄
が
結
晶
化
し
た
黄
鉄
鉱
の
脈

が
認
め
ら
れ
る
。 

 

火
山
灰
に
覆
わ
れ
た
土
地
を
不
毛
の
地
と
考
え
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
。

確
か
に
火
山
灰
が
降
っ
た
直
後
は
作
物
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
。
し
か
し
、
桜

島
の
水
は
け
の
良
い
火
山
扇
状
地
で
は
大
き
な
桜
島
ダ
イ
コ
ン
、
糖
度
の
高
い

島
み
か
ん
に
代
表
さ
れ
る
柑
橘
類
、
ビ
ワ
や
ス
モ
モ
が
収
穫
さ
れ
る
。
長
い
年

月
の
間
に
風
化
作
用
に
よ
っ
て
粘
土
化
し
、
土
壌
化
し
た
火
山
灰
土
壌
（
ロ
ー

ム
）
は
む
し
ろ
恵
み
を
も
た
ら
す
。
細
か
い
空
隙
の
あ
る
軽
石
や
火
山
礫
、
粘

土
化
し
て
い
る
火
山
灰
土
壌
は
水
を
保
持
す
る
能
力
も
高
く
、
野
菜
や
果
物
の

栽
培
に
適
し
て
い
る
。
桜
島
薩
摩
テ
フ
ラ
を
挟
む
何
枚
も
の
火
山
灰
・
軽
石
層

が
郡
山
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
桜
島
薩
摩
テ
フ
ラ
を
挟
む
火

山
灰
土
壌
を
耕
す
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
が
つ
く
り
出
し
た
、
過
去
一
万
年
分

の
ミ
ネ
ラ
ル
が
凝
縮
し
た
土
壌
を
使
っ
て
作
物
を
育
て
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。 

（
注
）
熱
水
変
質
作
用
…
熱
水
が
上
が
っ
て
き
た
部
分
の
岩
石
と
熱
水
が
反
応

 
 

し
て
起
こ
る
岩
石
あ
る
い
は
鉱
物
の
変
質
作
用
の
こ
と
。 

 

２ 

石
材
と
し
て
切
り
出
さ
れ
た
溶
結
凝
灰
岩
と
安
山
岩 

  

カ
ル
デ
ラ
を
形
成
さ
せ
る
よ
う
な
大
噴
火
に
伴
っ
て
発
生
し
た
火
砕
流
は
、

マ
グ
マ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
火
山
ガ
ス
や
水
蒸
気
が
減
圧
に
よ
っ
て
吹
き

出
る
発
泡
現
象
に
よ
っ
て
、
流
体
の
よ
う
な
挙
動
を
す
る
。
ち
な
み
に
軽
石
は

マ
グ
マ
が
発
泡
し
て
、
中
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
火
山
の
山
腹

を
滑
り
落
ち
る
火
砕
流
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
で
低
い
山
を
乗
り
越
え
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
一
般
に
は
低
い
方
へ
流
れ
、
低
地
帯
を
埋
め
る
よ
う
に
堆
積
す
る
。

低
い
土
地
を
水
が
覆
う
こ
と
に
似
て
い
る
。
当
然
そ
の
上
面
は
平
坦
に
な
る
た
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め
、
そ
の
後
の
河
川
の
侵
食
に
よ
っ
て
谷
が
刻
ま
れ
る
と
、
火
砕
流
堆
積
物
の

上
面
は
独
立
し
た
台
地
面
と
な
る
。
シ
ラ
ス
台
地
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。 

 

火
砕
流
に
よ
っ
て
は
厚
さ
が
一
〇
〇
㍍
に
も
及
び
、
内
部
の
熱
が
八
〇
〇
度

近
く
も
あ
る
火
砕
流
堆
積
物
は
、
そ
の
熱
と
圧
密
で
内
部
が
再
溶
融
し
、
冷
却

後
に
硬
い
岩
石
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ
が
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。
適
度
な
強
度

を
持
ち
、
加
工
し
や
す
い
溶
結
凝
灰
岩
は
古
く
か
ら
建
物
、
石
橋
、
石
塀
、
墓

石
、
石
像
な
ど
の
石
材
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
郡
山
町
で
は
、
上
常
盤
か
ら

東
雪
元
へ
至
る
道
沿
い
に
加
久
藤
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
を
切
り
出
し
た
石
切

場
が
あ
る
。
切
り
出
さ
れ
た
石
は
「
郡
山
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
来
の
色

は
灰
色
で
あ
る
が
、
高
温
酸
化
に
よ
っ
て
赤
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
同

じ
加
久
藤
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
は
、
鹿
児
島
市
伊
敷
町
か
ら
河
頭
地
域
で
は

「
小
野
石
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
石
切 

場
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
郡
山
地
区 

の
南
部
に
位
置
す
る
川
田
か
ら
も
小 

野
石
と
し
て
切
り
出
さ
れ
て
い
た
。 

『
里
の
石
橋
』(

木
原
安
妹
子
、
南
方 

新
社
）
に
は
、
郡
山
地
区
の
一
〇
の 

ア
ー
チ
橋
と
二
つ
の
桁
橋
が
紹
介
さ 

れ
て
い
る
が
、
石
材
名
は
書
か
れ
て 

い
な
い
。
い
ず
れ
の
石
橋
も
、
石
の 

強
度
と
採
石
場
の
位
置
か
ら
推
測
し 

て
郡
山
石
を
使
っ
て
い
る
と
考
え
ら 

れ
る
。
赤
く
な
っ
て
い
る
加
久
藤
火 

砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
は
、
嶽
地
域
に 

も
分
布
し
、
現
地
で
は
「
赤
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
石
垣
や
河
川
の
護
岸
に

利
用
さ
れ
た
。 

 

『
石
の
鹿
児
島
』(

平
田
信
芳
、
南
日
本
新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
れ
ば
、

花
尾
神
社
の
手
水
鉢

ち
ょ
う
ず
ば
ち

は
「
花
尾
石
」
を
使
っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
実
は
、

手
水
鉢
だ
け
で
は
な
く
塔
や
墓
石
の
ほ
と
ん
ど
も
、
こ
の
花
尾
石
で
造
ら
れ
て

い
る
。
花
尾
石
は
約
一
〇
万
年
前
に
噴
出
し
た
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
で
、
弱
溶

結
の
き
め
の
細
か
い
凝
灰
岩
で
あ
る
。
花
尾
神
社
の
す
ぐ
南
の
大
下
か
ら
厚
地

へ
至
る
道
沿
い
に
は
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
が
点
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
溶
結
度

は
低
い
。
お
そ
ら
く
、
や
や
溶
結
度
の
高
い
、
石
材
に
適
し
た
石
は
当
時
の
石

工
に
よ
っ
て
す
べ
て
切
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
郡
山
町
に
見
ら
れ
る
、
精

巧
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
塔
や
墓
石
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
阿
多
火
砕
流
の

溶
結
凝
灰
岩
と
考
え
て
よ
い
。
壊
れ 

な
い
よ
う
に
手
で
軽
く
た
た
く
と
澄 

ん
だ
金
属
性
の
良
い
音
を
出
す
こ
と 

か
ら
も
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

郡
山
地
区
に
は
安
山
岩
を
砕
石
し 

た
石
切
場
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

北
西
部
の
花
尾
地
域
で
は
、
大
下
の 

南
に
湯
屋
安
山
岩
を
採
掘
し
た
大
規 

模
な
採
石
場
が
あ
り
、
す
で
に
採
掘 

は
終
わ
っ
て
い
る
が
建
築
資
材
用
と 

し
て
日
進
産
業
（
株
）
が
砕
石
を
出 

荷
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
湯
屋 

安
山
岩
を
砕
石
し
て
い
た
採
石
場
が
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四
箇
所
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
採
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
南
東
部
の
東
俣
妙

見
ヶ
宇
都
に
も
大
規
模
な
安
山
岩
の
採
石
場
が
あ
り
、
片
平
砕
石
が
採
掘
を
行

な
っ
て
い
た
が
、
平
成
の
初
め
に
災
害
（
土
石
流
人
災
）
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
。

こ
の
安
山
岩
は
郡
山
層
堆
積
時
に
貫
入
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
湯
屋
安

山
岩
に
対
比
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
安
山
岩
に
覆
わ
れ
る
泥
岩
の
最
上

部
、
つ
ま
り
安
山
岩
の
直
下
の
部
分
か
ら
、
二
酸
化
珪
素
（
シ
リ
カ
）
か
ら
な

る
透
明
な
黄
褐
色
の
メ
ノ
ウ
が
採
集
で
き
た
。
し
か
し
、
現
在
は
危
険
で
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
浦
、
常
盤
地
域
で
も
入
来
輝
石
安
山
岩
を
砕
石
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

採
石
で
は
な
い
が
、
郡
山
町
の
南
部
の
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
分
布
域
で
は

シ
ラ
ス
採
取
場
が
点
在
し
、
現
在
で
も
採
取
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

 

か
つ
て
の
鹿
児
島
の
石
の
文
化
を
支
え
た
石
切
場
の
跡
が
、
郡
山
町
を
含
め

た
甲
突
川
流
域
に
点
在
し
て
い
る
。 

 

３ 

ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
豊
か
な
地
下
水 

  

入
来
峠
か
ら
東
雪
元
へ
行
く
道
路
沿
い
に
多
く
の
湧
水
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

の
代
表
が
甲
突
川
の
源
流
と
さ
れ
て
い
る
甲
突
池
で
あ
ろ
う
。
枯
れ
る
事
の
な

い
豊
富
な
水
量
を
誇
り
、
下
流
の
棚
田
を
潤
し
て
い
る
。
笹
之
段
の
西
側
に
も

湧
水
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
車
で
水
汲
み
に
訪
れ
る
。
八
重
山
の
南
斜
面
に
あ

た
る
中
腹
に
湧
水
が
ほ
ぼ
同
じ
高
度
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。

入
来
峠
か
ら
東
雪
元
へ
至
る
道
路
は
八
重
山
の
急
な
斜
面
か
ら
緩
斜
面
へ
移
り

変
わ
る
あ
た
り
の
地
形
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
付
近
は
地

層
の
境
界
に
あ
た
る
。
こ
の
道
路
よ
り
高
い
八
重
山
の
山
体
部
は
八
重
山
玄
武

岩
の
硬
い
岩
か
ら
な
り
、
こ
れ 

よ
り
下
位
は
お
も
に
泥
岩
か
ら 

な
る
郡
山
層
が
分
布
し
て
い
る
。 

八
重
山
に
降
る
雨
は
森
に
よ
つ 

て
保
水
さ
れ
、
徐
々
に
地
下
へ 

浸
透
す
る
。
そ
の
地
下
水
は
玄 

武
岩
の
柱

（
注
）

状
節
理
を
つ
た
っ
て 

下
へ
移
動
す
る
が
、
こ
の
玄
武 

岩
の
下
位
に
存
在
す
る
、
水
を 

透
し
に
く
い
郡
山
層
（
不
透 

水
層
）
に
阻
ま
れ
、
地
下
水 

は
郡
山
層
の
上
面
を
横
に
流
れ
、 

両
者
の
境
界
か
ら
湧
き
出
す
の 

で
あ
る
。
玄
武
岩
の
中
に
し
み 

込
ん
だ
地
下
水
は
長
い
時
間
を
か
け
て
ろ
過
さ
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん

だ
水
と
し
て
山
腹
の
地
層
の
境
界
部
か
ら
湧
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
注
）
柱
状
節
理
…
溶
岩
や
火
砕
流
堆
積
物
が
平
坦
な
地
形
を
覆
っ
て
板
状
に

 
 

堆
積
し
た
後
、
そ
の
冷
却
の
過
程
で
そ
れ
ら
は
収
縮
し
、
無
数
の
縦
方
向

 
 

の
割
れ
目
が
で
き
る
。
柱
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
状
態
に
見
え
る
の
で

 
 

柱
状
節
理
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
極
め
て
均
質
な
溶
岩
（
玄
武
岩
な
ど
）
で

 
 

は
、
鉛
筆
を
束
ね
た
よ
う
な
六
角
柱
状
の
節
理
が
発
達
す
る
。
八
重
山
玄

 
 

武
岩
に
も
、
こ
の
六
角
柱
状
節
理
が
見
ら
れ
る
。 

 

４

温
泉
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今
か
ら
三
〇
〇
～
一
〇
〇
万
年
前
に
、
郡
山
町
域
で
火
山
活
動
が
繰
り
返
し

起
こ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
時
代
の
噴
火
や
熱
水
の
噴
出
は
現
在

の
風
景
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
郡
山
町
内
を
掘
削
す
れ
ば

今
で
も
温
泉
（
熱
水
）
が
噴
出
す
る
。
南
東
部
に
は
郡
山
温
泉
、
轟
の
湯
、
ス

パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
の
三
つ
が
、
南
部
中
央
に
は
甲
突
の
湯
が
、
南
西
部
に

は
郡
山
神
之
川
温
泉
が
あ
る
。
南
東
部
の
三
つ
の
温
泉
水
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純

温
泉
で
、
泉
源
の
温
度
が
五
〇
度
を
超
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
南
部
中
央

と
南
西
部
の
二
つ
の
温
泉
水
は
弱
ア
ル
カ
リ
で
、
泉
源
の
温
度
が
三
五
度
程
度

で
あ
る
。
掘
削
し
た
深
さ
は
、
郡
山
温
泉
が
六
二
七
㍍
（
海
抜
下
五
二
七
㍍
）
、

轟
の
湯
が
五
五
〇
㍍
（
海
抜
下
四
五
〇
㍍
）
、
ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
が

八
〇
〇
㍍
（
海
抜
下
六
八
〇
㍍
）
で
あ
る
。
揚
湯
量
は
轟
の
湯
が
毎
分
八
〇
〇

㍑
、
ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
が
二
〇
四
㍑
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
温
泉
は
い
ず
れ
も
郡
山
町
の
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
北
部
で
も

掘
削
す
れ
ば
温
泉
の
出
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
が
、
南
部
の
方
が
高
温
で
量

が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
二
〇
〇
万
年
か
ら
一
〇
〇
万
年
前
に

起
こ
っ
た
、
北
が
隆
起
、
南
が
沈
降
し
た
傾
動
運
動
に
あ
る
。
南
東
部
の
三
つ

の
温
泉
は
、
海
抜
下
四
五
〇
～
六
八
〇
㍍
ま
で
掘
削
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
も
基
盤
岩
（
四
万
十
累
層
群
）
に
達
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
す
ぐ

南
の
鹿
児
島
市
皆
与
志
地
域
で
掘
削
さ
れ
た
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
海
抜
下

七
〇
㍍
に
基
盤
岩
（
四
万
十
累
層
群
）
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
基
盤
岩
は
川

田
と
皆
与
志
と
の
間
で
、
北
側
、
つ
ま
り
郡
山
側
が
七
〇
〇
㍍
以
上
も
落
ち
て

い
る
の
で
あ
る
。
間
違
い
な
く
、
二
〇
〇
万
年
か
ら
一
〇
〇
万
年
前
の
間
に
傾

動
運
動
と
連
動
し
た
断
層
が
こ
の
間
に
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

 

こ
の
断
層
に
沿
っ
て
上
昇
し
て
く
る
温
泉
水
は
、
郡
山
町
で
は
北
ほ
ど
高
い

位
置
に
分
布
す
る
郡
山
層
が
南
へ
傾
斜
し
て
い
る
た
め
に
北
へ
は
流
れ
に
く
く
、

南
は
断
層
の
壁
（
基
盤
岩
）
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
結
果
的
に
郡
山
の
南
部
、
現

在
の
温
泉
が
分
布
す
る
地
下
に
溜
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

 

温
泉
水
は
弱
線
で
あ
る
断
層
に
沿
っ
て
、
現
在
で
は
活
火
山
の
な
い
地
域
の

地
下
へ
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
証
拠
は
こ
れ
か
ら
行
な
わ

れ
る
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 

５ 

オ
パ
ー
ル
と
黄
鉄
鉱 

 

今
か
ら
三
〇
〇
～
一
〇
〇
万
年
前
の
熱
水
活
動
は
郡
山
町
に
地
下
資
源
を
も

た
ら
し
た
。
雪
元
付
近
に
は
熱
水
に
よ
る
変
質
帯
が
あ
り
、
珪
化
や
粘
土
化
し

た
部
分
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
変
質
帯
は
熱
水
に
溶
け
込
ん
で
い
た
金
や
銀
な
ど

の
元
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
八
重
山
鉱
床
（
浅
熱
水
性
含
金
銀
石
英
脈
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
か
つ
て
採
掘
し
た
坑
道
が
あ
り
、
５
号
坑
と
呼
ば
れ
る
鉱
床
で

は
金
が
ト
ン
あ
た
り
二
・
七
㌘
、
銀
が
そ
の
五
倍
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
た
。 

 

雪
元
か
ら
笹
之
段
へ
至
る
地
域
で
は
、
熱
水
変
質
を
受
け
た
郡
山
層
の
割
れ

目
に
沿
っ
て
金
色
に
輝
く
数
㍉
の
黄
鉄
鉱
の
脈
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
茄
子
田

で
は
多
孔
質
に
な
っ
た
茄
子
田
安
山
岩
の
空
洞
を
埋
め
る
よ
う
に
球
状
の
オ
パ
ー

ル
（
口
絵
参
照
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
マ
グ
マ
と
熱
水
の
共
同
作
用
に
よ
っ

て
地
表
へ
も
た
ら
さ
れ
た
恵
み
で
あ
る
。 

  

第
二
節

地
形
・
地
質
の
役
割
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郡
山
地
区
の
緑
に
覆
わ
れ
た
山
々
、
そ
の
間
の
細
長
い
谷
筋
に
広
が
る
田
畑

の
景
観
は
美
し
い
。
そ
の
景
観
は
、
こ
の
地
区
の
北
部
が
隆
起
し
て
形
づ
く
ら

れ
た
八
重
山
を
中
心
と
す
る
山
々
と
火
砕
流
堆
積
物
の
存
在
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。 

 

１ 

八
重
山
の
尾
根 

  

郡
山
地
区
は
北
、
東
、
西
の
三
方
を
、
四
〇
〇
㍍
を
こ
え
る
山
々
で
囲
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
南
側
は
シ
ラ
ス
（
入
戸

い

と

火
砕
流
堆
積
物
）
の

形
づ
く
る
標
高
二
〇
〇
～
二
四
〇
㍍
の
丘
陵
が
続
き
、
そ
の
先
に
鹿
児
島
湾
が

あ
る
。
南
斜
面
に
位
置
す
る
郡
山
町
は
日
光
に
恵
ま
れ
、
植
物
が
良
く
育
つ
。

一
方
で
南
風
は
湿
っ
た
空
気
を
も
た
ら
し
、
八
重
山
を
中
心
と
す
る
山
々
に
遮

ら
れ
て
雲
が
湧
く
。
曇
っ
た
日
に
入
来
峠
を
越
え
よ
う
と
す
る
と
、
八
重
山
一

帯
が
雲
に
覆
わ
れ
、
濃
い
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
八
重
山
の
森
林

は
雨
水
を
受
け
止
め
、
そ
の
水
を
地
下
へ
蓄
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
一
年
を
通
じ
て
絶
え
る
こ
と
の
な
い
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
豊
富
な
地
下
水

は
、
八
重
山
を
構
成
す
る
地
層
の
境
界
か
ら
湧
水
と
な
っ
て
下
流
の
田
畑
を
潤

す
の
で
あ
る
。 

 

２ 

火
砕
流
堆
積
物
が
造
り
出
し
た
天
然
の
ダ
ム 

  

火
砕
流
は
低
い
方
へ
流
れ
、
低
地
を
覆
っ
て
堆
積
す
る
。
堆
積
直
後
は
流
体

で
あ
る
た
め
に
、
火
砕
流
堆
積
物
の
上
面
は
ほ
と
ん
ど
真
平
ら
で
あ
る
が
、
そ

の
後
、
熱
と
圧
密
で
厚
さ
が
減
少
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
冷
却
さ
れ
た
火
砕
流

堆
積
物
の
上
面
は
旧
地
形
の
凹
凸
に
影
響
さ
れ
て
緩
く
波
打
つ
の
で
あ
る
。
か

つ
て
山
で
あ
っ
た
場
所
は
火
砕
流
堆
積
物
の
厚
さ
が
薄
い
為
に
、
堆
積
物
の
厚

さ
が
わ
ず
か
に
減
る
だ
け
だ
が
、
谷
で
あ
っ
た
場
所
は
火
砕
流
堆
積
物
が
厚
い

為
に
、
厚
さ
の
減
少
が
著
し
く
、
再
び
火
砕
流
堆
積
物
の
上
面
が
谷
状
に
な
る
。

つ
ま
り
火
砕
流
堆
積
物
の
冷
却
後
の
表
面
地
形
は
、
か
つ
て
山
で
あ
っ
た
所
が

再
び
山
に
、
谷
で
あ
っ
た
所
が
再
び
谷
に
な
る
の
で
あ
る
。
火
砕
流
堆
積
物
は

か
つ
て
の
地
形
を
コ
ピ
ー
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

郡
山
地
区
の
山
体
部
を
除
く
丘
陵
地
で
は
、
加
久
藤
、
阿
多
、
入
戸
な
ど
の

火
砕
流
堆
積
物
が
重
な
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
現
在
谷
で
あ
る
場

所
は
、
上
位
の
火
砕
流
堆
積
物
が
堆
積
す
る
前
も
谷
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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谷
は
意
味
な
く
存
在
し
て
は
い 

な
い
の
で
あ
る
。 

 

第
二
章
、
第
二
節
で
、
沖
積 

平
地
が
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩 

の
上
面
に
発
達
し
て
い
る
こ
と 

を
述
べ
た
。
そ
の
証
拠
が
、
沖 

積
平
地
の
下
流
側
に
あ
る
溶
結 

凝
灰
岩
に
か
か
る
滝
で
あ
る
。 

こ
の
溶
結
凝
灰
岩
の
上
面
は
、 

谷
部
で
は
河
床
に
ほ
ぼ
一
致
す 

る
が
、
川
の
両
側
の
丘
陵
部 

(

例
え
ば
入
戸
火
砕
流
の
、
い 

わ
ゆ
る
シ
ラ
ス
か
ら
な
る
丘
陵
） 

の
地
下
で
は
、
谷
部
の
河
床
の
高
さ
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

溶
結
凝
灰
岩
の
上
面
を
流
れ
る
地
下
水
は
谷
部
の
川
へ
集
ま
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
川
の
流
れ
る
沖
積
平
地
は
地
下
の
溶
結
凝
灰
岩
の
上
面
に
発
達
し
、
地
下

水
に
恵
ま
れ
た
田
に
適
し
た
土
地
な
の
で
あ
る
。
鹿
児
島
で
は
シ
ラ
ス
の
崖
に

挟
ま
れ
た
細
長
い
沖
積
平
地
を
「
迫
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
「
迫
」
は
火
砕

流
の
溶
結
凝
灰
岩
が
造
り
出
し
た
天
然
の
ダ
ム
な
の
で
あ
る
。 

 

 

第
三
節 

地
質
災
害 

  

自
然
は
多
く
の
恵
み
を
人
類
に
も
た
ら
す
が
、
そ
の
一
方
で
災
害
も
も
た
ら

す
。
陸
域
で
は
雨
に
よ
る
侵
食
、
河
川
に
よ
る
運
搬
と
い
う
自
然
の
営
み
が
途

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
今
、
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
地
形
は
、

過
去
数
千
～
数
万
年
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
自
然
の
営
み
の
結
果
で
あ
っ
て
、

そ
の
地
形
は
時
間
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
変
化
し
続
け
る
。
そ
の
侵
食
、
運
搬

の
過
程
で
崩
落
や
地
滑
り
、
洪
水
が
発
生
す
る
が
、
人
に
被
害
が
及
ぼ
な
け
れ

ば
災
害
と
は
呼
ば
ず
、
自
然
現
象
の
一
コ
マ
と
し
て
扱
わ
れ
る
。 

 

人
は
刻
々
と
変
化
す
る
自
然
の
中
に
住
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
変
化
か

ら
い
か
に
身
を
守
る
か
が
、
防
災
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
自
然
の
営
み
を
知

り
、
う
ま
く
共
存
す
る
こ
と
が
肝
要
に
な
る
。
ま
ず
は
足
元
の
大
地
を
知
る
こ

と
が
防
災
の
第
一
歩
で
あ
る
。 

 

１ 

地
滑
り
と
崖
崩
れ 

  

八
重
山
の
南
斜
面
に
あ
た
る
中
腹
に
湧
水
が
ほ
ぼ
同
じ
高
度
に
点
在
し
、
そ

こ
が
地
層
の
境
界
に
あ
た
る
こ
と
を
「
１ 

地
下
資
源
」
で
述
べ
た
。
八
重
山

の
自
然
が
保
護
さ
れ
、
湧
水
の
水
量
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
地
層
の
境
界
部

の
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
八
重
山
の
南
斜
面
が
植
生
を
失
う
こ
と
に
よ
り
、

柱
状
節
理
の
発
達
す
る
八
重
山
玄
武
岩
が
露
出
し
、
大
雨
に
よ
っ
て
崩
落
す
る

危
険
性
が
高
ま
る
。
平
成
五
年
八
月
の
集
中
豪
雨
で
も
、
数
は
少
な
い
が
玄
武

岩
の
崩
落
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
玄
武
岩
の
崩
落
堆
積
物
を
森
林
が

止
め
て
い
る
。
崩
落
堆
積
物
は
、
大
雨
で
堆
積
物
中
の
水
が
飽
和
状
態
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
土
石
流
の
発
生
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
も
八
重
山
南
斜
面
の
植
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

八
重
山
玄
武
岩
の
下
位
に
郡
山
層
が
分
布
し
、
緩
く
南
へ
傾
斜
し
て
い
る
。

地
層
面
が
山
体
の
裾
野
へ
向
か
っ
て
傾
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
重
山
南
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斜
面
で
は
地
層
が
滑
落
し
や
す 

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
昭 

和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
七
月 

に
発
生
し
た
入
来
峠
南
の
地
滑 

り
は
典
型
と
言
え
る
。
地
滑
り 

の
原
因
の
す
べ
て
は
分
か
ら
な 

い
が
、
地
層
が
南
へ
傾
斜
し
て 

い
る
こ
と
、
熱
水
に
よ
っ
て
粘 

土
化
し
て
い
た
こ
と
等
も
原
因 

の
一
部
に
挙
げ
ら
れ
る
。
平
成 

五
年
（
一
九
九
三
）
八
月
の
集 

中
豪
雨
で
も
八
重
山
南
斜
面
で 

多
く
の
急
傾
斜
地
崩
壊
が
発
生 

し
た
。
こ
の
崩
壊
の
ほ
と
ん
ど 

は
、
八
重
山 

玄
武
岩
を
は 

じ
め
と
す
る 

火
山
岩
分
布 

地
域
と
郡
山 

層
の
分
布
す 

る
地
域
で
発 

生
し
て
い
る
。 

 

南
へ
傾
斜 

し
た
郡
山
層 

を
削
る
こ 

と
は
地
滑 

り
を
誘
発 

す
る
恐
れ 

が
あ
り
、 

道
路
等
の 

工
事
で
は 

周
辺
の
地 

質
を
含
め 

て
地
層
の 

特
性
を
考 

慮
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
郡
山
層
の
分
布
す
る
八
重
山
の
南
斜
面

の
大
規
模
な
開
発
は
要
注
意
で
、
植
林
等
に
よ
っ
て
郡
山
層
の
露
出
を
少
な
く

す
る
と
同
時
に
、
郡
山
層
と
上
位
の
八
重
山
玄
武
岩
と
の
境
界
部
（
同
じ
高
度

に
分
布
す
る
湧
水
付
近
）
の
保
水
能
力
を
高
め
る
努
力
が
被
害
の
軽
減
化
に
つ

な
が
る
。 

 

郡
山
町
の
南
半
部
に
は
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
、
い
わ
ゆ
る
シ
ラ
ス
が
丘
陵
を

つ
く
っ
て
広
く
分
布
し
て
い
る
。
シ
ラ
ス
が
河
川
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
、
出
現

し
た
沖
積
平
地
の
周
辺
は
、
当
然
、
こ
の
シ
ラ
ス
が
露
出
し
、
崖
を
形
成
し
て

い
る
。
植
生
に
覆
わ
れ
て
シ
ラ
ス
本
体
が
見
え
な
い
崖
で
も
、
中
は
シ
ラ
ス
で

あ
る
。
シ
ラ
ス
（
火
砕
流
堆
積
物
）
は
熱
と
圧
密
で
膠
着

こ
う
ち
ゃ
く

し
て
お
り
、
地
質
と

し
て
も
比
較
的
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
打
撃
と
水
に
よ
る
侵
食
に
弱
い
と
い
う

欠
点
を
持
っ
て
い
る
。
シ
ラ
ス
は
ハ
ン
マ
ー
や
鶴
嘴

つ
る
は
し

で
比
較
的
容
易
に
崩
す
こ

と
が
で
き
る
し
、
長
年
の
雨
水
に
よ
っ
て
ガ
リ
と
呼
ば
れ
る
深
い
溝
が
彫
り
込
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ま
れ
て
い
る
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
八
月
の
集
中
豪
雨
で
多
く
の
シ
ラ
ス

の
崖
が
崩
落
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
崖
崩
れ
の
多

く
が
シ
ラ
ス
崩
壊
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
シ
ラ
ス
を
覆
う
風
化

し
た
火
山
灰
層
や
シ
ラ
ス
の
風
化
部
の
崩
落
で
、
新
鮮
な
シ
ラ
ス
本
体
ま
で
崩

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 

シ
ラ
ス
の
特
性
か
ら
シ
ラ
ス
台
地
縁
辺
部
は
自
然
を
残
す
べ
き
で
、
地
形
改

変
に
よ
る
縁
辺
部
の
露
出
は
崩
落
の
危
険
度
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と

は
、
梅
雨
や
集
中
豪
雨
の
度
に
発
生
し
た
過
去
の
崩
落
の
事
例
を
み
れ
ば
、
容

易
に
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

２ 

水
害
と
涵
養 

  

郡
山
地
区
は
、
緑
豊
か
な
北
部
の
八
重
山
を
中
心
と
す
る
山
体
と
沖
積
平
地

に
広
が
る
田
の
お
か
げ
で
保
水
能
力
の
高
い
地
域
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

干
ば
つ
時
に
も
甲
突
川
が
枯
れ
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
か

し
、
平
成
五
年
八
月
の
集
中
豪
雨
災
害
は
、
こ
の
保
水
能
力
の
高
い
郡
山
地
区

で
も
、
悪
条
件
が
重
な
れ
ば
水
害
が
発
生
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

 

平
成
五
年
は
長
雨
と
梅
雨
時
期
の
豪
雨
が
続
き
、
甲
突
川
流
域
に
分
布
す
る

地
層
中
の
地
下
水
が
ほ
ぼ
飽
和
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
シ
ラ
ス
と
下
位

の
不
透
水
層
と
の
境
界
部
に
出
現
し
た
パ
イ
ピ
ン
グ
（
地
下
水
が
吹
き
出
し
て

穿
た
れ
た
ト
ン
ネ
ル
状
の
穴
）
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
加
え
、
八

月
六
日
の
前
後
三
日
間
に
郡
山
町
の
総
雨
量
が
四
〇
〇
㍉
近
く
に
も
達
し
た
。

六
日
の
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
時
間
雨
量
二
〇
～
四
〇
数
㍉
の
激
し
い
雨

が
降
り
続
き
、
午
後
五
時
か
ら
六
時
の
間
に
一
〇
〇
㍉
近
く
の
豪
雨
が
降
っ
た
。

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
甲
突
川
お
よ
び
そ
の
支
流
と
神
之
川
沿
い
の
沖
積
平

地
の
各
所
で
洪
水
に
よ
る
浸
水
が
発
生
し
た
。
と
り
わ
け
郡
山
の
中
心
地
の
広

い
面
積
が
浸
水
し
た
が
、
こ
の
地
域
は
甲
突
川
本
流
と
油
須
木
川
と
の
合
流
点

に
あ
た
る
こ
と
、
町
中
を
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
浸
水
し

や
す
い
条
件
下
に
あ
る
。
北
か
ら
南
へ
流
れ
る
甲
突
川
本
流
と
油
須
木
川
が
、

郡
山
の
中
心
地
で
は
東
西
方
向
に
流
れ
、
合
流
し
て
再
び
南
へ
流
れ
て
い
る
。

地
形
地
質
調
査
の
結
果
か
ら
、
こ
の
地
域
に
は
東
西
方
向
の
、
数
十
万
年
か
ら

数
万
年
前
に
活
動
し
た
断
層
が
推
定
さ
れ
、
こ
の
断
層
に
沿
う
侵
食
に
よ
っ
て

川
の
方
向
が
東
西
方
向
へ
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

郡
山
町
の
三
日
間
の
総
雨
量
が
四
〇
〇
㍉
近
く
に
も
達
し
た
こ
と
の
原
因
に

つ
い
て
、
複
数
の
研
究
者
が
、
西
方
海
上
か
ら
次
々
と
や
っ
て
く
る
降
水
雲
が

川
内
付
近
で
発
達
し
、
八
月
六
日
の
豪
雨
災
害
を
も
た
ら
し
た
と
報
告
し
て
い

る
。
レ
ー
ダ
ー
エ
コ
ー
の
時
間
変
化
図
に
よ
る
と
、
西
南
西
か
ら
東
北
東
へ
降

水
雲
の
塊
が
移
動
し
、
川
内
か
ら
郡
山
付
近
で
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第

二
章
、
第
一
節
で
述
べ
た
、
吉
野
台
地
か
ら
川
内
・
串
木
野
へ
か
け
て
続
く
、

東
南
東
―
西
北
西
方
向
の
標
高
五
〇
〇
㍍
前
後
の
山
々
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
、
上

昇
気
流
が
発
生
し
て
長
時
間
に
わ
た
る
豪
雨
が
続
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

山
並
は
豊
か
な
地
下
水
を
下
流
域
に
も
た
ら
す
が
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
洪

水
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
鹿
児
島
市
北
部
の
牟
礼
ヶ
岡
、
惣
林
嶽
、
赤
崩

あ
か
ぐ
え

、

三
重
嶽
、
花
尾
山
、
八
重
山
、
上
宮
岳
、
三
方
塚
山
、
重
平
山
の
山
々
の
保
水

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
干
ば
つ
に
も
集
中
豪
雨
に
も
強
い
都
市
作
り
の
早
道

で
あ
る
こ
と
を
、
平
成
五
年
の
集
中
豪
雨
は
教
え
て
く
れ
る
。 
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